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論文内容の要旨

本論文は，ろう付け，液相焼結，複合材料の製造などに関連する基礎的な情報として重要な液体金属

による固体金属のぬれ性とそれに影響する因子について検討した結果をまとめたもので，次の 6 章によ

りなっている。

第 1 章では，ぬれ性，接触角，表面エネルギー，界面エネルギーおよび付着の仕事について説明し，

本研究の工学上の意義重要性について述べている。

第 2 章では，本研究に用いた試料と実験方法および，ぬれ性の尺度となる接触角，気相の酸素分圧お

よび静滴法による液体金属の表面張力の計算法について述べている。

第 3 章では，ぬれ性の尺度である接触角の時間依存性は，液体 Bi/固体 Fe 系ではほとんどの測定で

はみられないのに対して，液体 Sn/固体 Cu 系では863Kより高温で時間の経過にともなう接触角の減

少がみられることを見出しているO また液体 Bi/国体 Fe 系において接触角は温度の上昇にともない

連続的に減少し液体 Sn/固体 Cu 系においては不連続に減少することを見出し この相違が固体・液

体両金属相聞の反応性の相違によることを明らかにしているO

第 4 章では，液体金属による固体金属のぬれ性は雰囲気の酸素分圧によって変化し液体 Bi/固体 Fe

系では酸素分圧の増加にともない接触角は減少するが液体 Sn/固体 Cu 系では逆に増加することを

見出している O

第 5 章では，液体金属による固体金属のぬれ性と固体金属の表面処理，熱処理，冷間加工との関係を

液体 Sn/固体 Cu 系について検討し，それらの処理によってぬれ性が相違することを見出しているO

第 6 章は，各章で得られた主要な結果を総括しているO
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論文審査の結果の要旨

液体金属による固体金属のぬれ現象は，ろう付け，金属粉末の液相燃結複合材料の製造などの分野

において，基礎的な情報として重要であるにもかかわらず，その本質にかかわる系統的な研究はなされ

ているとはいいがたい。

本論文は，液体 Bi/固体 Fe 系，液体 Sn/固体 Cu 系において，ぬれ現象ならびにそれに影響する因

子を多角的に検討したもので，その主な成果を要約すると次のとおりであるO

(1) ぬれ性の尺度である接触角の時間依存性は液体 Bi/国体 Fe 系では，ほとんどみられなかったが，

863Kより高温の液体 Sn/国体 Cu 系では時間の経過とともに減少することを見出しているO

(2) 接触角と温度の関係は，液体 Bi/国体 Fe 系では温度の上昇によって単調に減少するのに対して，

液体 Sn/固体 Cu 系では不連続に減少することを明らかにしているO

(3) ぬれ性は雰囲気の酸素分圧によって大きく相違し液体 Bi/固体 Fe 系では酸素分圧の増加に伴い

接触角の減少が見られるのに対して，液体 Sn/固体 Cu 系では逆に接触角が増加することを見出して

いる。

(4) 液体 Sn/固体 Cu 系において，ぬれ性は固体金属表面の研磨方法熱処理方法，および冷間加工の

方法と加工度によって相違することを見出し これらの相違が固体金属の表面構造の変化によること

を明らかにしている。

以上のように本論文は液体金属による固体金属のぬれ性に影響する因子に関して新しい知見を与えて

おり，その成果は冶金工学の分野に貢献するところが大きし、。よって，本論文は博士論文として価値あ

るものと認める。




